
令和2年度より学習指導要領改訂に伴いがん教育が進められ、令和3年度からは中学、高校と順

次取り組みが始まっています。

同時に新型コロナの影響から、オンライン授業の導入など、柔軟な対応が求めれれています。

「時代の主役」はいつも子どもたち。

この様な時だからこそ、心を育て柔軟な生き方を伝える時間が必要だと、感じています。

私たちCoco音は、医療者とがん・難病当事者により、健康の大切やさや命の大切さを伝える

「生きることの授業」を、学校の状況に応じて柔軟なスタイルでお届けします。

学校に赴いて、教室や体育館

で子どもたちと対面して授業

を行います。

子どもたちの様子を見ながら、

直接子どもたちと語り合って

いきます。

オンライン会議システムを

活用して、LIVEで授業を行

います。

先生方のご協力をいただき

ながら、子どもたちと語り

合っていきます。

授業動画を撮影してサイトで

ご視聴いただきます。各学校

の教室をお借りして、先生に

も登場いただき、子どもたち

に身近な授業を感じてもらい

ます。

上記の形式の他、夏休みなどの長期休暇を活用し

て、オンラインワールドカフェ形式の授業も行え

ます。またより子どもたちが身近に感じてもらえ

るよう、20代30代の語り手の派遣も可能です。学

校の状況に合わせて授業を行いますので、気軽に

ご相談ください。

〒810-0035

福岡市東区松崎3-36-16-B308

TEL:092-980-1018

FAX:092-980-1775

mail:cocooto5510@gmail.com

ホームページやSNSは検索ください

がん教育coco音

小学校での動画授業

Coco音の授業について

プレゼン動画を視聴いただけます。



私たちCoco音のおススメポイント

経験豊富な医療者

子どもたちへの授業は、知識や経験だけでは出来ません。

子どもたちの心を最優先に考え、わずか一言でも大切に丁寧に伝える配慮と、それを裏付ける徹

底した研修が必要です。

またCoco音はがんだけではなく、難病や障がいを経験した語り手、10代20代で病気と向き合った

語り手などが在籍し、子どもたちの心に届く授業を行います。

医療者は、医科大学教授が指導にあたり、確かな知識をお届けします。ま

た病気を経験した医療者や子育てを経験した医療者からは子ども目線に

立って、将来に向けた具体的なメッセージをお伝えします。

（在籍医療者：医師・看護師・社会福祉士・精神保健福祉士等）

多様な疾患当事者

病気との向き合いから生まれるメッセージは、多種多様です。Coco音はが

んや難病や障がいの当事者、子どもたちと同じ年頃に病気と出会った若い

世代など、子どもたちに合ったメッセージをお届けします。

十分な養成講座

子どもたちの心は繊細です。ほんの少しの生々しい表現も、トラウマにな

ります。Coco音は15時間にわたる4ステップの養成講座を通し、一言ひと

ことを大切に丁寧に伝える方法、具体的な配慮を学び、子どもたちの可能

性を大きく広げる授業を行います。

授業のあとが大事！アンサー企画「ここっとラジオ」

授業で生まれた疑問や感想をそのままにはせず、学校限

定のYouTube番組「ここっとラジオ」を授業後にお届けし

ます。授業で語れなかった情報とお話しで、子どもたち

の生きる力をより強く育みます。

費用の課題が外部講師依頼の妨げとならない

よう、基本料金を右のように設定しておりま

す。ご費用も含めご不明な点は、ご遠慮なく

ご相談ください。

講師依頼ご費用について
講師ご依頼基本料金

基本料金：5,000円

※同日に複数の授業実施の場合はご相談ください。

※学校や自治体の規定がある場合は、規定に準じます。

※遠方の場合は別途交通費をご相談させていただきます。


